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Ⅰ．意匠法3条の2
1．本条の概要
　意匠法 3 条の 2 は、意匠登録出願に係る意匠が、

「先の意匠登録出願」に係る「意匠の一部と同一又
は類似であるときは、意匠登録を受けることができ
ない」と規定する。ただし、両意匠登録出願の出願
人が「同一の者」で、意匠公報（秘密意匠の場合は
最初の公報）の「発行の日前に当該意匠登録出願が
あつたとき」、また、「当該同一人による意匠登録出
願が関連意匠の意匠登録出願である場合」秘密期間
中でも、この規定の適用の対象外となる（意10条 3
項）＊1。
　意匠法 9 条は、ダブルパテント排除のため、出願
意匠同士の調整を図る規定であり、「意匠登録を受
けようとする意匠」同士の類否が問題となるが、こ
れに対して、意匠法 3 条の 2 の規定では、出願意匠
が先願意匠の一部（先願意匠に包含された部品意匠
や部分意匠）と同一又は類似する場合も意匠登録を
受けることができない。この意匠の一部は、先願意
匠とは異なる意匠であるが、先願意匠と同等の先行
意匠として扱われることから、意匠法 3 条の 2 は「拡
大先願の地位」の規定といえよう＊2。また、この意
匠の一部は、公知意匠ではないが、意匠公報で公開
される予定の意匠として「準公知」＊3の意匠ともい
え、意匠法 3 条の 2 は「みなし公知」＊4とも称される。
したがって、意匠法 3 条の 2 は、意匠法 3 条 1 項と
も意匠法 9 条とも関係があり、いずれとも「補完関
係」があると考えられるので＊5、拡大先願の地位及
びみなし公知との言い方はいずれも妥当性がある。
　判断基準時については、新規性（意 3 条 1 項）は
出願時であり、先願（意 9 条）とみなし公知（意 3

条の 2 ）は出願日である。意匠法 9 条及び 3 条の 2
が、判断基準時を創作時で判断しないのは、創作の
実質的な先後ではなく、先後を容易に判断するため
に決められた創設的な基準時であるからと考えられ
る＊6。

2．本条の趣旨
　本条の趣旨について、『意匠審査基準（令和 5 年）』

（以下『基準』という）は、「先願の意匠の一部がほ
とんどそのまま後願の意匠として意匠登録出願され
たときのように、後願の意匠に何ら新しい意匠の創
作が見受けられない場合は、意匠登録を受けること
ができない旨を規定した」と述べる＊7。しかし、「ほ
とんどそのまま」の後願の意匠は「何ら新しい意匠
の創作が見受けられない」というのは正確な言い方
ではない。意匠法 3 条の 2 の規定によって意匠登録
を受けることができない意匠は先願の意匠の一部と

「同一又は類似の意匠」であり、「ほとんどそのまま」
の意匠ではなく、また、「何ら新しい意匠の創作が
見受けられない」ものでもない。例えば、後願意匠
は先願意匠の一部と類似するとしても、当該後願意
匠の一部が先行意匠のいずれとも類似しないもので
あり、新規な創作部分であることもある。後願出願
に係る意匠それ自体（意匠登録を受けようとする意
匠）について新しい意匠の創作（準公知）といえる
か否かを登録要件とする規定である＊8。
　すなわち、本規定は「先願の意匠の一部と同一又
は類似の後願の意匠については、その先願の意匠が
設定登録され、意匠公報が発行される前に出願され
た場合であっても、新しい意匠を創作したものとす
ることはできないため、このような意匠について意
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匠権を与えることは、新しい意匠の創作を保護しよ
うとする意匠制度の趣旨（一条）からみて妥当でな
い」等の制度改正の趣旨から＊9、その実現のために
導入されたものである。なお、本条の趣旨は、「新
しい意匠の創作を保護しようとする意匠制度の趣旨

（意 1 条）」を中心として説明されるが＊10、単に「創
作の保護」が目的ではなく、新規な意匠が社会的に
提供されることにより産業の発達を促すことが究極
的な目的であり（意 1 条）＊11、登録意匠公報によっ
て新規な意匠が一般に公開されることを前提として
いる。したがって、先の意匠登録出願の意匠の一部
と同一又は類似の後願意匠は、新規な意匠の公開に
ならないから、当該後願意匠を意匠法 3 条の 2 の規
定によって登録しないことの妥当性があると考えら
れる。
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Ⅱ．先の意匠登録出願に係る意匠
1．先の意匠登録出願に係る意匠の意味
　意匠法 3 条の 2 に規定する、「先の意匠登録出願
の願書の記載及び願書に添付した図面、写真、ひな
形又は見本に現された意匠」（先の意匠登録出願に
係る意匠）について、『基準』は、「具体的に、意匠
公報に掲載されたもののうち、先願の意匠登録出願
人が創作した意匠、すなわち、先願の意匠登録出願
人によって、願書の「意匠に係る物品」の欄に記載
された意匠に係る物品等の形状等として開示された
意匠（以下「先願に係る意匠として開示された意匠」
という。）である」と述べる＊12。したがって『基準』
によれば、「先の意匠登録出願に係る意匠」とは、
意匠公報に掲載されたもののうち、①先願の意匠登
録出願人が創作した意匠であり、②願書の「意匠に
係る物品」の欄に記載された物品等に係る意匠であ
る。この解釈をシンプルに捉えれば、意匠の創作を
した者がした意匠登録出願に係る意匠といえ、端的
に言えば先の意匠登録出願の意匠そのもの（以下単
に「先願意匠」ともいう。）を意味する。
　また、意匠法 3 条の 2 の「願書の記載及び願書に
添付した図面、写真、ひな形又は見本に現された意
匠」（これを省略記載するとすれば「願書及び図面
に現された意匠」である。）＊13とは、意匠法24条に
規定する、「願書の記載及び願書に添附した図面に
記載＊14され又は願書に添附した写真、ひな形若し
くは見本により現わされた意匠」（これを省略記載
するとすれば「願書及び図面に記載された意匠」で
ある。）と同じ意匠と解すべきであろう。すなわち、
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意匠法 3 条の 2 の「先の意匠登録出願に係る意匠」
は「意匠公報に掲載されたもの」であるから、出願
され意匠登録を受けた意匠である。したがって、意
匠法24条に規定する意匠と意匠法 3 条の 2 に規定す
る意匠は同じものを意味する＊15。また、「登録意匠」

（意 2 条 3 項）とは意匠登録出願に係る意匠が意匠
登録を受けたものであり、「意匠登録を受けようと
する意匠」（意 6 条）と同じものである。
　このように「先の意匠登録出願に係る意匠」とは、
単純に「先願意匠」であり「登録意匠」と同じ意匠
であると理解されるのであるが、『基準』では、「願
書の「意匠に係る物品」の欄に記載された意匠に係
る物品等の形状等として開示された意匠（先願に係
る意匠として開示された意匠）」という特別な規定
をしているのである。

2．先の意匠登録出願に係る意匠から除外される意匠
　先の意匠登録出願に係る意匠（意 3 条の 2 ）と先
願に係る意匠として開示された意匠（『基準』）との
相違は何であろうか。『基準』は、「参考図の中に記
載されている先願に係る意匠として開示された意匠
以外のものは、意匠法第 3 条の 2 の規定の適用の基
礎となる資料とはしない」と規定する。登録意匠が
意匠公報掲載された場合には、参考図に記載されて
いるものも意匠法 3 条の規定の適用の基礎となる資
料となるが、意匠法 3 条の 2 の規定適用の基礎とな
る資料とはならない。このような運用の理由につい
ては、①参考図に補正がなされた場合、記載の内容
は変動する可能性があること、②説明的に加えられ
たものに創作の価値を認められないことを述べ
る＊16。だが、そもそも、意匠法 3 条の 2 は先願意
匠の一部と同一又は類似の後願意匠を排除する規定
であるから、先願意匠以外のもの、先願意匠の構成
とは認められないものに、後願排除効はないことは
条文上明らかである。
　しかし、「意匠登録を受けようとする意匠」の一
部と解釈すると先願意匠が部分意匠である場合、「意
匠登録を受けようとしない部分」には後願排除効が
あるのかという問題が生じる。破線で表された形状

等は、意匠登録を受けようとする部分の形状等では
なく、その位置、大きさ、範囲を特定するためのも
のであるが、美感を起こさせる部分の形状等ではな
く、部分意匠の構成とはいえないからである。『基準』
でも、平成31年改訂後は、「開示されていない範囲
の形状等については、意匠登録を受けようとする部
分の形状等として取り扱わない」と規定し、意匠登
録を受けようとしない部分の形状等について必ずし
も表す必要はないとしている＊17。
　このような事情を踏まえて、部分意匠の破線で表
された形状等（意匠登録を受けようとしない部分）
も意匠法 3 条の 2 の規定の適用の基礎となる資料に
含めるために、『基準』では、「先の意匠登録出願に
係る意匠」について「願書の「意匠に係る物品」の
欄に記載された意匠に係る物品等の形状等として開
示された意匠（先願に係る意匠として開示された意
匠）」という特別な規定をしたと推認される。この
解釈によって、部分意匠の意匠登録出願の場合は、

「意匠登録を受けようとする部分」と「その他の部分」
を含む、部分意匠の「意匠に係る物品等の全体の形
状等を表している…必要な図が、先願に係る意匠と
して開示された意匠を特定するための図となる」＊18

と規定できたのである＊19。
　この解釈により、「願書の「意匠に係る物品」の
欄に記載された意匠に係る物品等の形状等として開
示された意匠」は、意匠登録を受けようとしない部
分の形状等を含めた意匠（物品等の全体の意匠）と
認定されることとなった。しかし、それは、願書の

「意匠に係る物品」の欄に記載された物品等に係る
全体意匠であり、意匠法 3 条の 2 に規定する「先の
意匠登録出願に係る意匠」（先願意匠）である部分
意匠ではない。意匠法 3 条の 2 の規定通りに理解す
るならば、「意匠の一部」は、先願部分意匠の「意
匠登録を受けようとする部分の形状等の一部」に限
定される可能性がある。したがって、部分意匠出願
について意匠登録を受けようとしない部分（破線部）
にも拡大先願の地位を認めるためには、公報掲載さ
れて公知となる内容については参考図も含めた全て
についてみなし公知（拡大先願）の地位を認める法
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改正が必要であるように思われる。
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ॻʹఴ෇ͨ͠ਤ໘౳Λ૯߹తʹ൑அͯ͠ʯ行͏ئͼٴࡌه
ͱنఆ͢Δɻ

ˎøýɹh ४ʱᶙ෦ج ûষ ùทɻ
ˎøþɹ�hج४ʱᶘ෦ øষ øทɻʮߟࢀਤʯʹ͍ͭͯ͸ɺʮඞཁͳਤ

ʹ表͞Εͨ΋ͷͱҟͳΔܗ状ɺ໛༷ຢ͸৭࠼͸ग़ئͷҙঊ
ͷܗ状౳ʹ܎Δೝఆʹྀ͓͍ͯ͠ߟͳ͍ɻ·ͨɺʜʮߟࢀਤʯ
ʜͷΈ։示͞Εͨ෦෼ʹ͍ͭͯ͸ɺҙঊొ࿥Λड͚Α͏ͱ
͢Δ෦෼ͱͯ͠औΓѻΘͳ͍ʯͱنఆ͢Δɻ

ˎøÿɹh ४ʱᶙ෦ج ûষ úทɻ
ˎøĀɹ�็ લܝˎ ûʰҙঊ๏ίϯϝϯλʔϧʱùýÿท͸ɺʮʮئॻʹ

ఴ෇ͨ͠ਤ໘ɺࣸ ਅɺͻͳܗຢ͸ݟຊʹ͞ݱΕͨҙঊʯͱ͸ɺ
ҙঊʹ܎Δ෺඼ͷҙঊΛҙຯ͢Δ΋ͷͱղ͞ΕΔɻͨ͠
͕ͬͯɺʜઌ͕ئ෦෼ҙঊͰ͋Δ৔߹͸ʮ෦෼ҙঊͱͯ͠
ొ࿥Λड͚Α͏ͱ͢Δ෦෼ʯͱͯ͠͞ݱΕͨҙঊʹՃ͑ͯɺ
౰֘෦෼ҙঊΛಛఆ͢ΔͨΊʹ͞ݱΕͨҙঊ͕ئޙഉআޮ
Λ΋ͭ͜ͱͱͳΔʯͱड़΂Δɻ

Ⅲ．先願意匠の一部
1．一部と全体
　意匠法 3 条の 2 の規定は、後願意匠が「先の意匠
登録出願」に係る意匠の「一部」と同一又は類似す
る場合に適用されるが、先願意匠の全体と同一又は
類似する場合には適用できない＊20。「意匠の一部」
は、全体ではなく一部であり、当該意匠全体に包含
されている部品意匠又は部分意匠を意味するからで
ある。したがって、『基準』は、後願意匠が、先願
部分意匠の「意匠登録を受けようとする部分」と「そ
の他の部分」を含む、部分意匠の物品等の「全体の
形状等を表したもの」である場合は、後願意匠は、
先願意匠の一部に該当するものとは取り扱わないと
規定する＊21。
　しかし、部分意匠と全体意匠との形式的な区分け

（出願形式の相違）の解釈がなくなり（2019年基準
改訂）＊22、意匠の一部と意匠全体とは類似する可能
性があり、全体と一部との厳密な区別は意味がなく
なっている。また、意匠に係る物品についても、単
に願書の意匠に係る物品の欄の記載に基づき判断す
るのではなく、「願書の記載及び願書に添付した図
面等を総合的に判断して」意匠に係る記載全体から
導かれる実質的な用途及び機能に基づき判断される
ようになった＊23。そのため、部分意匠と部品の全
体意匠とが類似すると判断した審決例もある［図
1］＊24。この審決の考え方に従えば、下記意匠法 3
条の 2 が適用できる事例［図2］＊25「のこぎり」に

●図1
意匠登録1529069　
破風化粧板〈基礎意匠〉

ਖ਼໘ਤ� ӈଆ໘ਤ� ਤߟࢀ状態Λ示͢༺࢖

意匠登録1767191
破風化粧板を備えた住宅〈関連意匠〉

ਖ਼໘ਤ� "ʵ"
֦େஅ໘ਤ
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おいて、後願「のこぎり用柄」の全体意匠は、先願
の「のこぎり」の一部である「柄」（部品）と類似
する（意 3 条の 2 ）だけではなく、先願意匠自体「（の
こぎりの）柄部分意匠」とも類似する可能性がある

（意 9 条）。（意匠法 3 条の 2 の類否判断については、
次回検討する予定である。）

2．「形状のみの意匠」は意匠の一部か
1）学説等
　問題となるのは、意匠の一部として「形状のみの
意匠」が認められるか否かの点である。『基準』は
形状のみの意匠を意匠の一部と認めないと規定する
が、学説では従前から形状のみの意匠を認めるもの
があり＊26、検討を要するものと考える。
　『基準』は、意匠の一部について、「意匠の一部と
は、先願に係る意匠として開示された意匠の外観の
中に含まれた一つの閉じられた領域をいう。した
がって、審査官は意匠の構成要素である形状、模様、
色彩の一を観念的に分離したものについては、意匠
の一部に該当するものとは取り扱わない。例えば、
先願に係る意匠として開示された意匠が、物品等の
形状と模様の結合からなる意匠である場合には、そ
の結合した状態の意匠全体における一部を指し、模
様を除いた形状のみは意匠の一部に該当するものと
は取り扱わない」と規定する＊27。
　「模様を除いた形状のみ」は意匠の一部ではない
との解釈の根拠は、「意匠の一部とは、先願に係る
意匠として開示された意匠の外観の中に含まれた一

つの閉じられた領域をいう」ことである。これは、
部分意匠（物品等の部分について意匠登録を受けよ
うとする意匠）の認定における解釈を下敷きとした
ものと思われる。すなわち、部分意匠について、「意
匠登録を受けようとする部分」は、「意匠に係る物
品全体の形状等の中で、他の意匠との対比の対象と
なり得る一定の範囲を占める部分、すなわち、当該
意匠の外観の形状等の中に含まれる一つの閉じられ
た領域でなければならない」と述べる＊28。
　確かに、意匠法 3 条の 2 の「意匠の一部」は部分
意匠と同様にまとまりのある部分であり、全体の意
匠の「外観の中に含まれた一つの閉じられた領域」
でなければならない。しかし、その「閉じられた領
域」である部分的意匠についても、形状のみの部分
意匠を観念できると思われる。意匠の一部として「形
状のみの意匠」が考えられるとする学説によれば、
意匠法 3 条の 2 の規定が適用される場面は、「先願
の形状模様の結合意匠とこれと全体として類似しな
いがその形状が同一又は類似の後願形状意匠及びそ
の模様が同一又は類似の模様意匠（部分意匠）との
間等において」も生じる＊29。前者は意匠の一部が、
形状のみの意匠の場合であり、後者は後願意匠が模
様と形状の結合した部分意匠の場合である。
　意匠法 3 条の 2 は、先願意匠において公知となる
意匠の一部をみなし公知として、後願を拒絶する規
定であるから、この問題は、意匠公報によって公知
となる意匠は、何かという問題と同一の問題である。

●図2　意匠法3条の2が適用できる事例

先願に係る意匠として開示された意匠
「のこぎり」

全体意匠の意匠登録出願
「のこぎり用柄」
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2）出願意匠としての形状のみの意匠
　まず、出願意匠について検討する。意匠は、物品
又は建築物の形状等（形状、模様若しくは色彩若し
くはこれらの結合）であり（意 2 条 1 項）、文言上
は「形状のみの意匠」が認められると考えられる。
登録意匠には、形状線やCGによって形状のみを記
載したと理解される意匠がある＊30。これは、形状
のみを特定し、模様及び色彩については特定しない
意匠であり、形状のみについて意匠登録を受けよう
とする意匠と理解される＊31［図3］。部分意匠にお
いても形状のみの意匠はある［図4］。写真で現す
場合は形状、模様（無模様も含む）及び色彩（白黒
濃淡だけの場合もある）の結合した意匠となる［図
5］。また、模様の意匠というべき部分意匠の登録
もある［図6］。
　『基準』は、「意匠登録を受けようとする意匠を願
書に添付した図面等により表して特許庁長官に提出
しなければならない（意匠法第 6 条）とされており、
また、登録意匠の範囲を定める際は、願書の記載及
び願書に添付した図面等により表された意匠に基づ
いて行われなければならない（意匠法第24条）とさ
れている…したがって、どのような意匠について意

匠登録を受けようとするのかは、願書の記載及び願
書に添付した図面等の内容から定められるもので
あって、開示されていない範囲の形状等については、
意匠登録を受けようとする部分の形状等として取り
扱わない」と規定する＊32。したがって、形状のみ
が開示され、模様や色彩が開示されていない意匠は、
形状のみの意匠と認定されると思われる。
　裁判例をみると、物品の形状等全体を表現するた
めには図面等が不足している意匠について、意匠が
具体的に認識できるとする考え方には 2 つの類型が
あった。すなわち、（1）「記載されていない事項を
当業者知識等に基づき認定する」類型と「（2）記載
されていない事項は積極的に不限定と認定する」類
型である。だが、部分意匠制度の導入（平成10年改
正）以降は、出願人権利者の選択責任によって「意
匠登録を受けようとする意匠」を特定したとして認
定する傾向が強まっている。したがって、願書及び
図面等に「記載された事項及びここから認識できる
事項以外の事項を考慮して本願意匠を認定し得ると
することは、相当でない」との立場で＊33、「記載さ
れた事項」のみによって「登録意匠の内容」を特定
し、記載されていない事項は積極的に不限定と認定

●図3
意登1813517「ヘアーアイロン」	 意登1813783「包装用容器」

●図4　
意登1813751「不整地走行車」
ʢϔουϥΠτ෦෼ͷҙঊʣ

●図6
意登1813338「ラベル」
ʢ�ͭͷଠޑ状໛༷෦෼ʣ

意登1813324「食卓用鉢」
●図5
意登1812649「ティーポット」
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する解釈の妥当性が大きくなっているように思われ
る＊34。例えば、東京高判平成16・ 9 ・15〔テーブ
ル用脚〕平成16（行ケ）60は、「登録意匠の範囲は，
願書の記載及び本件願書に添付された図面に記載さ
れた意匠に基づいて定めなければならないのである
から（意匠法24条），引用意匠と対比すべき本願意
匠の範囲も本件願書の記載及び本件願書に添付され
た図面の範囲に基づくことは当然であり，原告が本
願意匠の色彩等を本件願書及び本件願書に添付され
た図面で開示していない以上，審決が本願意匠の色
彩等について考慮せずに引用意匠との類否を判断し
たことに誤りはない」と述べる［図7］。東京地判
平成27・ 5 ・15〔包装用箱 1 審〕平成26（ワ）12985
及び知財高判平成28・ 1 ・27〔包装用箱 2 審〕平成
27（ネ）10077は、本件登録意匠が形状の意匠であ
るが、被告意匠について模様及び色彩を被告意匠の
構成として認定せず、形状の構成のみを認定して類
否判断をしている［図8］。また、東京地判令和 4・
9・27〔子供用乗用玩具〕令和 2 （ワ）28363は、「文
字や模様、色彩」の存在に関する差異は、要部に関
するものではないと評価するが、この差異点に関し
ては、「本件意匠は子供用乗用玩具の形状を特定し

ているにとどまり、文字、模様、色彩等を特定する
ものではないと理解されることに鑑みると、そもそ
も、これをもって本件意匠と被告意匠との差異と見
ることは必ずしもできない」と述べる［図9］。
　そして、公知意匠の認定も出願意匠の認定に準ず
るべきと思われる＊35。

3）公知意匠としての形状のみの意匠
　学説には、意匠を、その形態構成要素（形状、模
様、色彩）によって、①形状の意匠、②形状・模様
の意匠、③形状・色彩の意匠、④形状・模様・色彩
の意匠の 4 類型に区分けし、形状の意匠の存立を認
めるものがある。実際の物品は、いずれの形態構成
要素（形状、模様、色彩）も全て有するものであり、
4 類型の意匠は「重畳して観念される」のであ
る＊36。したがって、実施されている意匠としては
4 類型の意匠が重畳的に現れている場合が多いとい
えよう＊37。そして、意匠登録出願の意匠として「形
状」のみを図面に記載したものは、物品等の形状の
みについて意匠登録を受けようとする意匠に係る出
願となり、「形状の意匠であれば、先行意匠が模様、
色彩を有するものであっても、その模様、色彩を捨

●図7
　本願の意匠「テーブル用脚」

ਤࢹࣼ

●図8
　本件登録意匠1440898

●図9
　本件登録意匠1513381

被告意匠

被告意匠
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象した「形状」を対象として対比され」両意匠の類
否判断をすることになる＊38。
　公知意匠について『基準』は、「新規性の判断を
する場合は、物品等の中で分離して識別可能な部品
等がある場合は、当該部品についても公知意匠と
なったものとして扱い、各部分についても、物品等
の中で示された位置、大きさ、範囲となる物品等の
部分について意匠登録を受けようとする意匠として
それぞれ公知意匠となったものとして扱う」とし、

「腕時計型情報端末機の意匠が公知となったときに
新規性を失う意匠の例」［図10］を挙げて、「腕時
計型情報端末機や操作画像の部分について意匠登録
を受けようとする意匠として考えられるものも含ま
れる」と規定している＊39。また、新規性喪失の例
外の適用を受けるための「証明する書面」に記載さ
れた公開意匠の認定について、「「証明する書面」に
記載された公開意匠に係る物品等の中で分離して識
別可能な部品・付属品等があり、当該部品・付属品
等が公開意匠である場合は、それらについても証明

されているものとして扱い、「証明する書面」に記
載された公開意匠に係る物品等の各部分について
も、物品等の中で示された位置、大きさ、範囲とな
る物品等の部分がそれぞれ証明されているものとし
て扱う。例えば、以下のように、「証明する書面」
に記載された公開意匠が、フレーム、タイヤ、サド
ル等の部品を組み立てた自転車である場合、意匠法
第 4 条第 2 項の規定を適用する意匠には、自転車の
意匠だけではなく、自転車の部品として識別可能な
フレーム、タイヤ、サドル等の部品の意匠や、自転
車のサドルの部分や自転車のフレームの一部を構成
する部分について意匠登録を受けようとする意匠と
して考えられるものも含まれる」［図11］と規定し
ている＊40。なお、新規性喪失の例外規定の適用の
ための「「証明する書面」に記載された公開意匠に
係る物品等の各部分についても、物品等の中で示さ
れた位置、大きさ、範囲となる物品等の部分がそれ
ぞれ証明されているものとして扱う」という運用は、
新規性の判断における公知意匠の認定と表裏一体を

●図10　〈	腕時計型情報端末機の意匠が公知となった
ときに新規性を失う意匠の例〉

●図11

DESIGNPROTECT 2025 No.148 Vol.38-4 ⃝ 33



ҙঊ੍౓ڀݚ

なすものであるとの指摘もある＊41。
　創作された意匠が形状・模様・色彩の結合した意
匠である場合に、出願人はその意匠から意匠登録を
受けようとする意匠（部分）を自由に選択して出願
することができ、「形状のみの意匠」について意匠
登録を受けようとする意匠出願をすることも可能で
ある。したがって、上記『基準』を踏まえると、「形
状のみの意匠」が意匠登録を受けることができると
すれば、公知意匠においても重畳的に現れている 4
類型の意匠である「形状のみの意匠」は「意匠登録
を受けようとする意匠として考えられるもの」であ
り、意匠法 3 条の 2 の「意匠の一部」として「形状
のみの意匠」を特定し引用意匠とすることが可能と
考えられる。

4）新規性喪失の例外の適用における形状のみの意匠
　形状のみの意匠の認定に関連して、新規性喪失の
例外の適用に関し、「証明する書面」に記載された
公開意匠Aが形状・模様・色彩の意匠であり、その
後公開された自己の意匠Bが同一形状であるが模
様・色彩を含めた意匠全体としては非類似の意匠で
ある場合、その意匠Bに包含される形状のみの意匠
Cについて公開意匠Aと同一又は類似する意匠とし
て新規性喪失の例外の適用を受けられるか否かとい
う問題がある。公開意匠Bに含まれる部品意匠や部
分意匠についても新規性喪失の例外の効果が及ぶ
が、形状のみの意匠Cについても効果が及ぶとする
か否かという問題である。
　学説は分かれており、否定説は、公開意匠と後続
の形状が同一だが全体として非類似の公開意匠が
あった場合、「形状はあくまで意匠の要素に過ぎず、
それ自体について新規性喪失の例外の効果を受けら
れないことになる…。そのため、その後、当該形状
のみの意匠を出願したような場合には、当該非類似
の後者の公開意匠が引例となる可能性が高い」とす
る＊42。この否定説では、公開意匠によって意匠と
共に意匠の構成要素である「形状、模様、色彩」の
モチーフ（物品等から分離された抽象的な意匠の構
成要素）も公知となると理解し＊43、また、意匠か

ら抽象された「形状等」の構成要素自体は意匠では
ないから新規性喪失の例外の効果を受けられないと
解する。
　しかし、肯定説は、公開意匠における形状等は物
品等の形状等であって、その物品等を離れた形状等
のみが公知として認識されることはないと考え
る＊44。したがって、意匠の構成要素である「形状等」
は、「物品等」と一体化し分離することができない
ものであり、「抽象的なモチーフ」（形状等それ自体）
を認定すべきではないと思われる＊45。また、抽象
的な「形状等」自体を物品等から分離した場合は、
新規性喪失の例外の効果を受けられないとしても、
公開意匠の一部として「物品等の形状のみの意匠」
が、公開意匠に包含されている部品意匠や部分意匠
と同様に、証明されているといえ、その後公開され
た自己の意匠に包含された「物品等の形状のみの意
匠」についても公開意匠の一部として新規性喪失の
例外の効果を受けられると思われる＊46。学説でも、

「証明書記載の公開意匠に含まれる形状は、（物品等
と結合した状態の）意匠の構成要素としての形状で
あり、それ自体が「意匠」と捉え得るものであるか
ら、当然形状も 4 条 2 項の適用を受けるものと解す
べきである。そうすると、証明書記載の公開意匠の
形状と同一又は類似であれば、後続公開意匠にも 4
条 2 項が適用されることになる」と述べるものがあ
る＊47。
　否定説は、「意匠としてのマーケティングやファ
ンディング」を考慮すると、「模様の変更により非
類似となるような意匠にあっては、形状よりも模様
に特色があるものと思われ…当該意匠同士において
非類似となる場合にあっては、別途の証明を求める
という整理でよいように思われる」と述べる＊48。
　しかし、形状のみの意匠の出願数は多数ある。形
状の出願意匠と同一形状の形状・模様・色彩の公開
意匠は、通常類似する可能性が高いが、非類似の可
能性を考慮すると、模様や色彩を加えたバリエー
ションについてすべて新規性喪失の別途の証明が必
要となる。この証明を求めることは、令和 5 年改正
の趣旨からも妥当ではないと思われる。出願意匠と
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して形状のみの意匠が成立するのであれば、公知意
匠としての形状のみの意匠も存在すると解すべきで
ある。意匠としてのマーケティングを考慮しても、

「形状のみの意匠」について市場価値を評価するこ
とが考えられる。また、「形状、模様、色彩の結合
意匠」において、その一部として「形状のみの意匠」
が包含されていると認識するのは自然なことと思わ
れる＊49。

5）小括
　以上のように、「形状のみの意匠」の成立の可能
性を、出願意匠、公知意匠および公開意匠について
見てきたが、出願意匠として形状のみの意匠が成立
するのであれば、公知意匠としての形状のみの意匠
も存在すると解すべきと思われる。したがって、意
匠法 3 条の 2 の「意匠の一部」として、「形状のみ
の意匠」（部分意匠としての形状のみの意匠を含め）
が認められると考える。
　次回は、意匠法 3 条の 2 における意匠の類否判断
について検討する。

ˎù÷ɹ�็ લܝˎ ûʰҙঊ๏ίϯϝϯλʔϧʱùýÿท͸ɺʮઌ͕ئશ
ମҙঊͰ͋Γ͕ئޙ෦෼ҙঊͰ͋Δ৔߹ɺઌئɾئޙͱ΋
ʹ෦෼ҙঊͰ͋Δ৔߹ʹ͸ద༻͞ΕΔ͕ɺઌ͕ئ෦෼ҙঊ
Ͱ͋Γ͕ئޙશମҙঊͰ͋Δ৔߹΍ɺશମҙঊಉ࢜Ͱ͋Δ
৔߹͸ʮҰ෦ʯͷཁ݅Λຬͨ͞ͳ͍ͷͰద༻͕ͳ͍ʯͱड़
΂Δɻ

ˎùøɹ�hج४ʱᶙ෦ ûষ úทʮü�ҙঊͷҰ෦ʹ͍ͭͯʯɻ
ˎùùɹ�hج४ʱᶙ෦ üষ ùท͸ʮҙঊ๏ୈ Ā৚ୈ ø߲ຢ͸ୈ ù߲

ͷنఆ͸ɺʜશମҙঊͱʮ෺඼౳ͷ෦෼ʹ͍ͭͯҙঊొ࿥
Λड͚Α͏ͱ͢Δҙঊʯͱͷؒʹ͓͍ͯ΋ɺͦͷద༻ʹͭ
͍ͯ൑அ͢Δʯͱنఆ͢Δɻ

ˎùúɹ�hج४ʱᶘ෦ øষ øท͸ʮग़͞ئΕͨҙঊͷೝఆ͸ɺئॻ
ͷٴࡌهͼئॻʹఴ෇ͨ͠ਤ໘౳Λ૯߹తʹ൑அͯ͠ɺͲ
ͷΑ͏ͳػೳٴͼ༻్Λ༗͢Δ෺඼౳ʹର͠ɺͲͷΑ͏ͳ
ͳ͞Ε͕࡞ຢ͸͜ΕΒͷ݁߹ͷ૑࠼状ɺ໛༷ए͘͠͸৭ܗ
͔ͨɺͱ͍͏͜ͱΛͦͷҙঊͷଐ͢Δ෼໺ʹ͓͚Δ௨ৗͷ
஌ࣝʹ͍ͯͮج行͏ʯͱड़΂Δɻ

ˎùûɹ�৹൑ྩ࿨ ýɾ ùɾùþʤഁ෩Խহ൘Λඋ͑ͨॅ୐ʥෆ෰ù÷ùú�
÷øù÷ù÷ɻຊ৹ܾͷৄࡉ͸ɺകᖒमʮҙঊ๏ͷ໰୊ݍʢúüʣʯ
%&4*(/ 1305&$5 /P�øûùʢù÷ùûʣ û ทࢀরɻ

ˎùüɹ�hج४ʱᶙ෦ ûষ ÿทɻ
ˎùýɹ�લܝˎ ùʰ஫ղҙঊ๏ʱøù÷ทʦࡈ౻ᐅೋʧ͸ʮҙঊΛɺ

ͦͷܗ態ߏ੒ཁૉʹΑͬͯ۠෼͚͢Ε͹࣍ͷ ûछͱͳΔɻ
ᶃܗ状ͷҙঊɺᶄܗ状ɺ໛༷ͷ݁߹ͨ͠ҙঊɺᶅܗ状ɺ৭
ͷ݁߹ͨ͠ҙঊɺ࠼状ɺ໛༷ɺ৭ܗͷ݁߹ͨ͠ҙঊɺᶆ࠼

Ͱ͋Δʯͱड़΂Δɻ·ͨɺಉøûýทʦ৿ຊ࢘ܒʧ͸ɺܗ状
ͷΈΛͨ͠ࡌهҙঊʹ͍ͭͯ͸ɺʮܗ状ͷΈΛಛఆ͠ɺ৭
ܗ΋͍ͯ͠ͳ͍΋ͷͱղ͢Δઆʢٻ͸Կ౳ͷ੥͍ͯͭʹ࠼
状આʣ͕ଥ౰Ͱ͋Γଟ਺આͰ͋Δʯͱड़΂Δɻ

ˎùþɹ�hج४ʱᶙ෦ ûষ úทɻ
ˎùÿɹ�hج४ʱᶙ෦ øষ þทɻ
ˎùĀɹ�લܝˎ ùʰ஫ղҙঊ๏ʱøþÿทʦ৿ຊ࢘ܒʧɻ
ˎú÷ɹ�લܝˎ ùʰ஫ղҙঊ๏ʱøù÷ทʦࡈ౻ᐅೋʧ͸ɺʮग़ئखଓ

͖ʹ͓͍ͯʮܗ状ʯΛਤ໘ʹͯ͠ࡌهͳ͞Εͨ΋ͷ͸ɺʮܗ
状ͷҙঊʯͱͳΓɺʮ໛༷ʯʮ৭࠼ʯΛ΋͋ΒΘͯ͢͠ࡌه
Δ৔߹͸ʮܗ状ɺ໛༷ɺ৭࠼ͷ݁߹ͨ͠ҙঊʯͱʯͳΔͱ
ड़΂Δɻ

ˎúøɹ�લܝˎ ùʰ஫ղҙঊ๏ʱøûýทʦ৿ຊ࢘ܒʧ͸ɺʮҙঊͷ૑
態·Ͱܾఆ͢ܗ෦ͷࡉऴతʹ͸ɺ੡඼ͷ࠷աఔΛΈΔͱ࡞
Δ΋ͷͰ͋Δ͕ɺܗ状ͷܾఆஈ֊ɺܗ状ͱ໛༷ͷܾఆஈ֊ɺ
ͱͯ͠࡞ͷܾఆஈ֊͕͋Γɺ֤ஈ֊Ͱ૑࠼状ͱ໛༷ͱ৭ܗ
ಠཱͨ͠Ձ஋ΛೝΊಘΔ΋ͷͰ͋Γɺͦͷ֤ஈ֊Ͱҙঊͷ
ొ࿥ΛՄೳͱ͢Δํ͕૑࡞ͷ࣮࣭ʹ߹கͨ͠΋ͷͱ͍͑
Δʯͱड़΂Δɻ

ˎúùɹ�hج४ʱᶘ෦ øষ øทɻ
ˎúúɹ�஌ߴࡒ൑ฏ੒ùùɾ þ ɾþʤٵݺϚεΫʥฏ੒ùùʢ行έʣ

ø÷÷þĀɻ
ˎúûɹ�ക ᖒ मʮҙঊ๏ͷ໰୊ݍʢøĀʣʯ%&4*(/ 1305&$5

/P�øøĀʢù÷øÿʣùüทࢀরɻܗ状ͷҙঊʹ͍ͭͯ৭࠼Λݶఆ
͠ͳ͍ҙঊͱೝఆͨ͠ࡋ൑ྫͱͯ͠ɺᶃલڮ஍ܾত࿨úĀɾ
øùɾùùʤു౳ʥত࿨úĀʢϤʣýøɺ൑λøþù߸øÿÿทɺᶄ౦ژ
൑ত࿨ûùɾߴ ú ɾøýʤҿ৯༻ϑΥʔΫʥত࿨û÷ʢ行έʣ
ûþɺऔফूত࿨ûù೥þþĀทɺᶅ໊ݹ԰஍൑তüûɾøùɾøþʤͶ
͡੾Γ൫ʥত࿨üøʢϫʣùþùúɺແମूøøר ù ߸ýúùทɺᶆ
౦ߴژ൑ত࿨üþɾøùɾùùʤϥΠλʔʥত࿨üþʢ行έʣûøɺ
છ໺൑ྫùüýúͷúøͷû÷ทʢûøʣɺऔফूতüþ೥ø÷øüทɹ͕
͋Δɻ·ͨɺܗ状ͷΈͷҙঊͱೝఆͨ͠ࡋ൑ྫͱͯ͠ɺᶇ
ઍ༿஍ܾতüüɾ ø ɾùÿʮखఏାʯত࿨üùʢϤʣùüúɺಛا
øþ÷߸üøทɺᶈ౦ژ஍൑ฏ੒ù÷ɾøøɾøúʤݦඍڸʥฏ੒øÿʢϫʣ
ùùø÷ýɺᶉ஌ߴࡒ൑ฏ੒ùøɾ ü ɾùüʤݦඍڸʥฏ੒ù÷ʢωʣ
ø÷÷ÿÿɺฏ੒ùøʢωʣø÷÷úøɹ͕͋Δɻ

ˎúüɹ�੨໦େ໵ʮҙঊ๏ʹ͓͚Δ৽ੑن૕ࣦͷྫ֎ΛΊ͙ΔҰߟ
רøüĀࢽࡶʯຽ঎๏࡯ ü ߸üĀüท஫ʢøĀʣ͸ɺग़ئҙঊͱެ
஌ҙঊͷ৔߹Λ۠ผ͠ɺʮʮܗ状ͷΈͷҙঊʯ͸ग़ࣜܗئͷ
Ұछͱ੔ཧͰ͖ΔΑ͏ʹࢥΘΕɺ࣮ࣄ状態Ͱ͋Δެ஌ҙঊ
ͱͷؔ܎ͰೃછΉͷ͔ٙ໰ͷ࢒Δͱ͜ΖͰ͋Δʯͱड़΂Δɻ
۩ମతͳ੔ཧ͸ෆ໌Ͱ͋Δ͕ɺ෦෼ҙঊͱશମҙঊʹ܎Δ
ग़ئΛʮҙঊొ࿥Λड͚Α͏ͱ͢Δํ๏ٴͼର৅͕ಉ͡ҙ
ঊొ࿥ग़ئʯͰ͸ͳ͍ͱ͍ͯͨ͠ฏ੒úø೥վగલʰҙঊ৹
४جࠪ ʢɦýø�ø�øʣͷΑ͏ʹɺग़ࣜܗئͷ૬ҧͱͯ͠ɺग़ئ
状ͷΈͷҙঊͱΛ۠ผ͢ܗ状ͷΈͷҙঊͱެ஌ͷܗΔ܎ʹ
Δ͜ͱ͸ଥ౰Ͱ͸ͳ͍ɻग़ئҙঊͱͯ͠ܗ状ͷΈͷҙঊ͕
੒ཱ͢ΔͷͰ͋Ε͹ɺެ஌ҙঊͱͯ͠ͷܗ状ͷΈͷҙঊ΋
ଘ͢ࡏΔͱࢥΘΕΔɻ

ˎúýɹ�લܝˎ ùʰ஫ղҙঊ๏ʱøù÷ทʦࡈ౻ᐅೋʧࢀরɻ
ˎúþɹ�લܝˎ ùʰ஫ղҙঊ๏ʱøüúทʦ৿ຊ࢘ܒʧ͸ɺʮެ஌ͷҙ

ঊͷ৔߹ʹ͸ɺͦΕ͕ܗ状ɺ໛༷ٴͼ৭࠼ͷ݁߹ͷ৔߹Λ
ྫʹͱΔͱɺͦ͜ʹෳ਺ͷҙঊΛ؍೦͠நग़͢Δ͜ͱ͕Ͱ
͖Δɻ͢ͳΘͪɺͦͷҙঊ͔Β৭࠼ए͘͠͸໛༷ຢ͸ͦͷ
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྆ํΛࣺ৅ͨ͠ҙঊͱͦͷ··ͷҙঊ߹ܭ ûछͷҙঊΛந
ग़͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δʯͱड़΂Δɻ

ˎúÿɹ�લܝˎ ùʰ஫ղҙঊ๏ʱøù÷ทʙøùøทʦࡈ౻ᐅೋʧࢀরɻ
ˎúĀɹ�hج४ʱᶚ෦ øষú÷ʙúøทɻ
ˎû÷ɹ�hج४ʱᶙ෦ úষ üทɻ
ˎûøɹ�੨໦લܝˎúüʮ৽ੑن૕ࣦͷྫ֎ΛΊ͙ΔҰ࡯ߟʯüĀùท͸ɺ

ʮ৽ੑنཁ݅ͷझࢫͱͯ͠ɺʮग़࣌ئʹ৽ੑنΛ༗͍ͯ͠ͳ
͍ҙঊ͸ɺ؍٬తʹ৽͍͠૑࡞Λͳͨ͠ҙঊͱ͸͑ݴͳ͍
ͨΊԿΒอޢʹ஋ͤͣʯʢফۃతͳཧ༝ʣɺ·ͨʮ͜ͷΑ͏
ͳҙঊʹಠ઎ͨݖΔҙঊݖΛ༩͑Δ͜ͱ͸ɺ͔͑ͬͯ๏໨
తͷ๦͛ͱͳΔʯʢੵۃతͳཧ༝ʣ͕͛ڍΒΕ͍ͯΔɻ͜
ͷ఺͔Β͢Δͱɺ׬੒඼ҙঊ�෦෼ҙঊʹ͍ͭͯ΋ɺͦͷ
಺༰͕ެ஌ͱͳ͓ͬͯΓɺͦͷอޢͷඞཁੑ͸ͳ͘ɺ·ͨ
ͦͷอ͕ࣾޢձʹͱͬͯ޷·͍͜͠ͱͰ͸ͳ͍͜ͱʹͳΔ
͜ͱ͔Βɺެ஌ҙঊͱͯ͠ѻ͏΂͖͜ͱʹͳΔɻ৽ੑن૕
ࣦͷྫ֎͸ͦΕͱ表ཪͷؔ܎ʹ͋Δͱ͑ߟΒΕΔ͜ͱ͔
Βɺಉ༷ʹɺ׬੒඼ҙঊʗશମҙঊʹ͍ͭͯ৽ੑن૕ࣦͷ
ྫ֎ͷର৅ͱͳΔ৔߹ʹ͸ɺͦΕʹؚ·ΕΔ෦඼ҙঊʗ෦
෼ҙঊʹ͍ͭͯ΋৽ੑن૕ࣦͷྫ֎ͷର৅Λͳ͍ͬͯΔͱ
ٱࢁఠͱͯ͠ɺԣࢦࢫΔ΂͖Ͱ͋Ζ͏ʯͱड़΂Δɻಉ͑ߟ
๕ʮྩ࿨ ü೥ҙঊ๏վਖ਼ʹΑΔ৽ੑن૕ࣦͷྫ֎ద༻खଓ
ͷ؇࿨ʹ͍ͭͯʯh ೥ใ஌త࢈ࡒ๏ù÷ùû�ù÷ùü ʢɦ೔ຊධ࿦ࣾ
ù÷ùüʣøĀทɻ

ˎûùɹ�੨໦લܝˎúüʮ৽ੑن૕ࣦͷྫ֎ΛΊ͙ΔҰ࡯ߟʯüĀüทɻ
·ͨɺʮެ։ҙঊͱಉҰͷܗ状Λ࠾༻ͨ͠ɺ͔͠͠ʢ໛༷
͕ҟͳΔ౳ͱͯ͠ʣ࠷ઌͷެ։ҙঊͱ͸ඇྨࣅͷެ։ҙঊ
ʹ͍ͭͯ͸ɺ৽ੑن૕ࣦͷྫ֎ͷޮՌΛड͚ΒΕͳ͍͜ͱ
ʹͳΔ΋ͷͱࢥΘΕΔʯͱड़΂Δɻ

ˎûúɹ�hج४ ʢɦᶙ෦ ùষ ùઅû�øʣ ù ท͸ɺʮܗ状ɺ໛༷ए͘͠͸
৭࠼ຢ͸͜ΕΒͷ݁߹͕ץ行෺౳ʹ͞ࡌهΕΔ৔߹͸ɺͦ
Εࣗମ୯ಠͰ表͞ΕΔ͜ͱ͸΄ͱΜͲͳ͘ɺ෺඼౳ͱҰମ
తͳ状態Ͱ表͞ΕΔ͜ͱ͕ଟ͍ɻ૑࡞ඇ༰қੑͷ൑அʹ͓
͍ͯ͸ɺ͜ͷΑ͏ͳ৔߹Ͱ΋ɺܗ状౳ຢ͸ը૾͕۩ମతʹ
ࣝผͰ͖Δ৔߹͸ɺ৹ࠪ׭͸ɺͦΕΒͷߏ੒ཁૉΛɺ૑࡞
ඇ༰қੑͷ൑அͷૅجͱ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ·ͨɺ্هͷ
状౳ຢ͸ը૾͕ɺ෺඼౳ͱҰମͱͳͬͨҙঊܗྉʹ͸ɺࢿ
΋ؚ·ΕΔɻʯͱड़΂Δɻ

ˎûûɹ�ʮҙঊ৹ࠪศཡʯûù�ûþ͸ɺʮҙঊొ࿥Λड͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ
͍໛༷ͷΈΛެ։ͨ͠৔߹ʹ·ͰɺຊنఆΛద༻͢Δ͜ͱ
͸ɺ૑ͨ͠࡞ҙঊΛอ͢ޢΔҙঊ๏ຊདྷͷ໨త͔ΒೝΊΒ
Εͳ͍ɻʯͱ͠ɺʮ૑ऀ࡞ͷ૑ͨ͠࡞ҙঊͷҰ෦ͱͯ͠໛༷
ͷΈΛެ։ͨ͠৔߹ʯ͸ɺ৽ੑن૕ࣦͷྫ֎ͷنఆͷద༻
Λड͚ΒΕͳ͍ͱ͢Δɻ͕ͩɺ͜ͷศཡͷنఆ͸ɺ୯ʹ໛
༷͚ͩͷެ։ͷ৔߹Λ૝ఆ͍ͯ͠ΔͱࢥΘΕΔɻ͕ͨͬ͠
ͯɺެ։ҙঊ͔Βܗ状౳ͷߏ੒ཁૉ͕ந৅͞ΕಘΔ͜ͱɺ
·ͨɺͦͷந৅͞Εͨܗ状౳ʹ͍ͭͯ৽ੑن૕ࣦͷྫ֎ͷ
ఆ͕ड͚ΒΕͳ͍͜ͱΛड़΂ͨ΋ͷͰ͸ͳ͍ɻن

ˎûüɹ�ക ᖒ मʮҙঊ๏ͷ໰୊ݍʢúûʣʯ%&4*(/ 1305&$5
/P�øûøʢù÷ùûʣøùทࢀরɻԣࢁલܝˎûøʮ৽ੑن૕ࣦͷྫ
֎ద༻खଓͷ؇࿨ʯùøท͸ʮҙঊʹ֘౰͠ͳ͍ܗ状౳͸ û
৚ ù߲ͷద༻ର৅ͱͳΒͳ͍͕ɺಉ߲ͷద༻Λड͚Δެ։
ҙঊʹؚ·ΕΔܗ状౳͸ɺҙঊͷߏ੒ཁૉͰ͋ΓɺͦΕࣗ
ମ͕ʢ෺඼౳ͱ݁߹ͨ͠状態ͷʣҙঊͱଊ͑ಘΔ΋ͷͰ͋
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